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今後もなんらかお付合いが続けていただけたらと思い作らせていただきました

お時間があるときにでもお読みいただければ光栄です

かゆいところに手が届く建築屋でありたい…(株)城南組の代表取締役 寄本 猛です
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皆様におかれましては 輝かしい新年をお迎えのことと お喜び申し上げます。
また、旧年中はひとかたならぬご厚情を頂き ありがとうございます。

本年もさらなる向上に努めて参りますので、より一層のご支援、お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。

１． 愛嬌がある
２． 器用で要領が良い
３． ユーモアのセンスがある
４． 団体行動を好む
５． 負けん気が強い

６． 遊び好き
７． 義理堅さも見せる
８． 寂しがりや
９． 誘惑に弱い面も
１０．気分屋で落ち着きがないところも

しかし、これらは決して卯年の皆さんにいずれも当てはまったことでもないので
良いところどりして卯年を良い一年にして下さい。

今年も、新型コロナウイルスもなかなか終息する見込みも立たず、地球上の人たちが大変な状況に
おかれています。我々の業界も、コロナ渦により海外の工場からの部品調達が滞ったり、入荷できなかったり
お客様に待っていただいたり、材料費の価格の上昇（原材料や運送費、人件費の高騰により
今までにない上昇率）などで、価格面でも企業努力はしておりますがお客様にご負担がかかることに
なっております。
また、新型コロナウイルスのオミクロン株のうち、国内でも検出される割合が増えてきているようです。
「ＢＱ.１.１」などの新たな変異ウイルスに対して、飲み薬の効果が確認できたとする実験結果を
東京大学の研究グループが発表されたようです。いい方向に向かっていくように願うばかりです。
直面する悪いことばかりを考えず、現状の生活の中で楽しみや喜び合えることも日々の中で見出し
暮らしていきたいものです。

本年も皆様のご健康とご多幸をお祈りし、新年のご挨拶とさせていただきます。

さて、本年の干支はうさぎ（卯・兎）ですが、卯は干支では４番目にあたる動物です。
うさぎはぴょんぴょんと活発に飛び跳ねるイメージがあることから、卯年には株価が跳ね上がるという俗説が
あります。
可愛らしく、人に愛されるというイメージを持つうさぎですが
卯年生まれの人にはどんな特徴があるのでしょうか？
今回は、卯年生まれの人の性格について、１０個の特徴を挙げてみました。
詳しくはネットにはいろいろ出ていますが、当たっていることや、当たっていないこともありますので
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facebookで日頃の出来事や現場の進行状況を掲載しています。
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最後まで読んでいただきありがとうございます。不定期ではありますがこの『JYONAN通信』で
弊社の取り組み・出来事・イベントなどのお知らせの発行が出来ればと思っております。

※この通信紙及びチラシの送付でご迷惑をおかけしていましたら恐れ入りますがご連絡いただければ送付を取りやめさせていただきます。

ワールドカップで、長友佑都がドイツ戦勝利の試合後のインタビューで連呼した「ブラボー」とは
賞賛・喝采・歓呼という意味ですが、日本国民の多くが「勝ってくれたらいいな」とは思っていましたが

まさかドイツとスペインの強豪チームに勝ち、グループ１位通過するとは、誰もが思っていなかったでしょう。
残念ながら、決勝トーナメントでは、前年度準優勝のクロアチアにＰＫ戦で負けてしまい、
念願のベスト８に残れませんでしたが、日本中を歓喜の渦に巻き込みその活躍ぶりに試合を多くの日本人も
夜中の２４時からや朝４時からのテレビで見ていたでしょう。

結果、優勝国はアルゼンチンが昨年優勝国のフランスを、延長までもつれ込む熱戦で

ＰＫ４－２で見事に勝ち取り、メッシを中心にしたアルゼンチンが、３６年ぶり３回目の優勝だそうです。
同国は沸きに沸き、お祭り騒ぎでしたね。おめでとうございます✨

私は野球派なんで、日頃はＪリーグの試合にあまり興味はないのですが
このワールドカップと年末年始の全国高校サッカー選手権大会だけは見ます。

鮮明に覚えているのが、平成１７年の第８４回全国高校サッカー選手権に地元滋賀の野洲高校が
✨初全国制覇✨した試合ですが、決勝まで無失点で連覇を狙う鹿児島実業との決勝戦、前半１点を野洲が先取し
後半鹿児島実業が同点に追いつき、延長戦に入り、野洲の攻撃で左サイドセンターライン手前から右サイドに大きく
ボールが振られ、そのボールが乾選手に渡り（この時、スタンドからの大きなどよめきに鳥肌がたちましたね）
ゴール正面に進み、後ろの選手にヒールでバックパスを出し、パスを受けた選手が右前を走る選手にパスを出し
そのボールを受けた選手が、ゴール前にボールを蹴りだし、ゴール前に飛び込んだ選手が見事に決勝ゴールして

２－１で野洲の初優勝✨（高校サッカー史上最も美しいゴールとまで言われ、野洲の山本監督はサッカー未経験者だが

サッカーのコーチングを学び、個人技を磨かせ、セクシーフットボールと称して地元の中学生にも指導し、野洲高に選手
を導き、もともと弱小チームを全国制覇するチームに育て上げた）
これは、小柄な選手の多い野洲高のサッカーが、Ｊリーガーでも世界で通じるサッカーに値するようにも思えた。
鹿児島実業の監督が試合後、「左利きのチームと試合したみたいだった」と言っておられた。

オリンピックと同じで、４年に一度のワールドカップ。オリンピックと違い、サッカー、一競技だけで世界中が注目し
自国のチームが出れば、国を挙げてのお祭り騒ぎ、これは野球どころではなく、間違いなく世界一のスポーツですね。
今回も桁違いの多額の費用をかけて開催されたスポーツの祭典に釘付けにされた。
今大会の賞金総額が６００億円！優勝すれば５７億円、ベスト８で２３億円。ベスト１６で約１８億円、参加した３２国には
均等に２億円が支給されるようです。

片や同じ地球上で、ロシアとウクライナは依然として悲惨な戦争が続いている。
もう相当厳しい冬の時期に差し掛かっている。生命の維持にも相当不安になる。
暖かい地域や国に脱出したいところですが、簡単に家を放置できない事情もあるでしょう。
中東で、世界中がサッカーで熱狂し、一部の国では戦争が続いている。それでもいいのか？
何か間違っていないのか？狂っていないのか？日本にいる私達は不思議な感じがするが、どうにも出来ない。

コロナも戦争も、こんなに長期戦になるとは思ってもいなかった。
サッカーの試合のように、前半戦４５分延長３０分、それでも決まらなければＰＫ戦。

いずれにしても勝敗はっきりさせられるが、世界の国連における五大国（アメリカ・イギリス・フランス・中国・ロシア）
国連安保理常任理事国が、政治的・経済的・軍事的影響力などでリードする５つの大国、この中の一国でも反対する
国があれば、その案件は通らないようです。よって、ロシアのウクライナ侵攻も止められず経済制裁ぐらいしか
出来ないらしい・・・と池上彰さんがテレビで言っておられました。

この五大国が、なぜそのような力を持つ国として選ばれたのか分かりませんが・・・おかしい？
ブラボーな国（トップリーダー）が出てきて、何とかしてほしいですね。
我々は只々世界平和を願うばかりですが、人や町が壊され軍事に莫大なお金が使われている。
そんな予算が国民の為に使われれば、もっと平和で豊かになれるのに・・・。
なぜか、逆を向いているのか、おかしい？
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